
アジア・ハイ・インカム・ファンド

（マネープールファンド）

当ファンドの仕組みは次の通りです。

商品分類 追加型投信／国内／債券

設定日 2010年７月30日

信託期間 2010年７月30日～2020年８月21日（約10年）

運用方針 マザーファンドへの投資を通じて、本邦通貨建ての公社
債および短期金融商品等に実質的に投資を行い、利息等
収入の確保を図ります。

主要運用対象 アジア・ハイ・インカム・ファンド（マネープールファ
ンド）
・ キャッシュ・マネジメント・マザーファンド受益証券

を主要投資対象とします。
キャッシュ・マネジメント・マザーファンド
・ 本邦通貨建て公社債および短期金融商品等を主要投資

対象とします。

投資制限 アジア・ハイ・インカム・ファンド（マネープールファ
ンド）
・ 株式への実質投資は行いません。
・ 外貨建資産への実質投資は行いません。
キャッシュ・マネジメント・マザーファンド
・ 株式への投資は行いません。
・ 外貨建資産への投資は行いません。
・ デリバティブ取引（有価証券先物取引等、スワップ取

引、金利先渡取引をいいます。）の利用はヘッジ目的
に限定しません。

分配方針 毎年６月、12月の21日（休業日の場合は、翌営業日）
の決算日に、分配金額は経費控除後の利子・配当収益お
よび売買益（評価損益も含みます。）等の中から、基準
価額水準、市況動向等を勘案して、委託者が決定します。
ただし、分配対象額が少額の場合等には分配を行わない
ことがあります。
＊ 分配金自動再投資型の場合、分配金は税金を差し引い

た後自動的に無手数料で再投資されます。

受益者の皆様へ

　毎々、格別のお引き立てにあずかり厚くお礼申し上

げます。

　さて「アジア・ハイ・インカム・ファンド（マネー

プールファンド）」は、去る2019年６月21日に第18期

の決算を行いました。

　ここに、期中の運用状況をご報告申し上げます。

　今後とも一層のご愛顧を賜りますようお願い申し上

げます。

第18期
決算日　2019年６月21日

運用報告書（全体版）

■口座残高など、お取引状況についてのお問い合わせ
　お取引のある販売会社へお問い合わせください。
■運用報告書についてのお問い合わせ

　フリーダイヤル  0120-88-2976
　受付時間：午前9時～午後5時（土、日、祝・休日を除く）

（旧：大和住銀投信投資顧問）
〒105-6228 東京都港区愛宕2-5-1

https://www.smd-am.co.jp
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決　　算　　期
基　　 準　　 価　　 額

公 社 債
組入比率

純 資 産
総　　額（分配落）

税　込
分配金

期　中
騰落率

円 円 ％ ％ 百万円

第14期（2017年６月21日） 10,016 0 △ 0.0 62.5 1

第15期（2017年12月21日） 10,014 0 △ 0.0 76.1 1

第16期（2018年６月21日） 10,012 0 △ 0.0 69.4 1

第17期（2018年12月21日） 10,009 0 △ 0.0 72.3 4

第18期（2019年６月21日） 10,003 0 △ 0.1 67.6 1

＊当ファンドは、安定した収益の確保を図ることを目的とした運用を行っているため、ベンチマークおよび参考指数はありません。

＊当ファンドは親投資信託を組み入れますので、公社債組入比率は実質組入比率を記載しています。

年　　月　　日
基　　準　　価　　額 公 社 債

組入比率騰　落　率

円 ％ ％

（期　首）2018年12月21日 10,009 － 72.3

12月末　 10,009 0.0 69.9

2019年１月末　 10,009 0.0 67.7

２月末　 10,008 △ 0.0 68.5

３月末　 10,004 △ 0.0 64.4

４月末　 10,003 △ 0.1 75.0

５月末　 10,003 △ 0.1 65.9

（期　末）2019年６月21日 10,003 △ 0.1 67.6

＊騰落率は期首比です。

＊当ファンドは親投資信託を組み入れますので、公社債組入比率は実質組入比率を記載しています。

最近５期の運用実績

当期中の基準価額等の推移
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運用経過

＊当ファンドは、安定した収益の確保を図ることを目的とした運用を行っているため、ベンチマークおよび参考指数はありません。

＊分配金再投資基準価額は、期首の基準価額を基準に算出しております。

＊分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマンスを示すもの

です。

＊分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。従って、

各個人のお客様の損益の状況を示すものではありません。

第18期首：10,009円

第18期末：10,003円（既払分配金　0円）

騰落率 ： △0.1％（分配金再投資ベース）

【基準価額の主な変動要因】
当ファンドは、キャッシュ・マネジメント・マザーファンドへの投資を通じて、本邦通貨建ての公社債お

よび短期金融商品等に実質的に投資を行いました。

（下落要因）

マイナス金利政策導入を背景とした無担保コールレートのマイナス化が下落要因となりました。

【基準価額等の推移】
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【投資環境】
国内短期金融市場では、期初－0.23％近辺でスタートした国庫短期証券3ヵ月物の利回りは、期を通じて

－0.10％～－0.30％での動きに終始し－0.14％近辺で期末を迎えました。

【ポートフォリオ】
■アジア・ハイ・インカム・ファンド（マネープールファンド）

主要投資対象であるキャッシュ・マネジメント・マザーファンドを期を通じて高位に組み入れ、期末の実

質的な公社債組入比率は67.6％としました。

■キャッシュ・マネジメント・マザーファンド

安全性と流動性を考慮し、短期の国債・政府保証債を中心とした運用を行いました。年限に関しては、残

存6ヵ月以内の短期の国債・政府保証債を中心とした運用を継続しました。

【ベンチマークとの差異】
当ファンドは、安定した収益の確保を図ることを目的とした運用を行っているため、ベンチマークおよび

参考指数はありません。

【分配金】
分配金につきましては、分配可能額、基準価額水準等を勘案し、見送りとさせて頂きました。

なお、留保益につきましては、運用の基本方針に基づき運用を行います。

■分配原資の内訳

 （１万口当り・税引前）

項目
第18期

　2018年12月22日
～2019年６月21日

当期分配金 （円） 0
（対基準価額比率） （％） 0.00
当期の収益 （円） －
当期の収益以外 （円） －

翌期繰越分配対象額 （円） 335
※当期分配金の対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率で、ファンドの収益率とは異なります。
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１万口当りの費用明細

今後の運用方針

■アジア・ハイ・インカム・ファンド（マネープールファンド）

引き続き、運用の基本方針に従い、マザーファンドへの投資を通じて、本邦通貨建ての公社債および短期

金融商品等に実質的に投資を行い、利息等の収入確保を図ります。

■キャッシュ・マネジメント・マザーファンド

日本銀行は2018年7月の金融政策決定会合において、現行の金融緩和政策を粘り強く続けていくため、政

策金利のフォワードガイダンスを導入しました。したがって当分の間、市場利回りは低い水準での推移が見

込まれます。引き続き、安全性と流動性をもっとも重視したスタンスでの運用を継続し、短期の国債・政府

保証債を中心とした運用を行っていきます。日本銀行による金融緩和政策が続くため、短期金利の上昇リス

クは限定的と予想します。ファンドの平均残存年限については2～4ヵ月程度を目安に短めを基本とする方針

です。

項　　目

当　　　期

項目の概要2018年12月22日～2019年６月21日

金額 比率

信託報酬 －円 －％ 信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率

　　　　　期中の平均基準価額は10,006円です。

(投信会社) (－) (   －) ファンドの運用等の対価

(販売会社) (－) (   －) 購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理等の対価

(受託会社) (－) (   －) 運用財産の管理、委託会社からの指図の実行の対価

その他費用 0 0.001 その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数

(その他) ( 0) (0.001) 信託財産に関する租税、信託事務の処理に要する諸費用等

合計 0 0.001

＊「比率」欄は１万口当りのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。

＊期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む。）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。

　なお、その他費用は、このファンドが組み入れている親投資信託受益証券が支払った金額のうち、このファンドに対応するものを含みます。

＊各項目ごとに円未満は四捨五入しています。
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■親投資信託残高

期首（前期末） 当　  期　  末

口　　　数 口　　　数 評　価　額
千口 千口 千円

キャッシュ・マネジメント・マザーファンド 4,843 1,000 1,017

組入資産の明細 2019年６月21日現在

期首残高（元本） 当期設定元本 当期解約元本 期末残高（元本） 取引の理由

百万円 百万円 百万円 百万円

1 － － 1 当初設定時における取得

自社による当ファンドの設定・解約状況 （2018年12月22日から2019年６月21日まで）

設　　　　　　　　定 解　　　　　　　　約
口　　　　数 金　　　　額 口　　　　数 金　　　　額

キャッシュ・マネジメント・マザーファンド
千口 千円 千口 千円
67 69 3,911 3,976

親投資信託受益証券の設定、解約状況 （2018年12月22日から2019年６月21日まで）

利害関係人との取引状況等 （2018年12月22日から2019年６月21日まで）

　該当事項はございません。

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人です。
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■公社債

　Ａ　債券種類別開示

　　国内（邦貨建）公社債

区　　　分

2019年６月21日現在

額面金額 評 価 額 組入比率
うちＢＢ格
以下組入比率

残 存 期 間 別 組 入 比 率

５年以上 ２年以上 ２年未満

千円 千円 ％ ％ ％ ％ ％

地方債証券
60,000 60,227 1.6 － － － 1.6

(   60,000) (   60,227) ( 1.6) (  －) (  －) (  －) ( 1.6)

特殊債券
（除く金融債券）

1,602,000 1,606,846 42.3 － － － 42.3

(1,602,000) (1,606,846) (42.3) (  －) (  －) (  －) (42.3)

普通社債券
900,000 902,027 23.7 － － － 23.7

(  900,000) (  902,027) (23.7) (  －) (  －) (  －) (23.7)

合　　計
2,562,000 2,569,101 67.6 － － － 67.6

(2,562,000) (2,569,101) (67.6) (  －) (  －) (  －) (67.6)

＊（  ）内は、非上場債で内書き

＊組入比率は、純資産総額に対する評価額の割合

＜補足情報＞
キャッシュ・マネジメント・マザーファンドにおける組入資産の明細
下記は、キャッシュ・マネジメント・マザーファンド全体（3,736,150千口）の内容です。

　Ｂ　個別銘柄開示
　　国内（邦貨建）公社債

銘　　　柄
2019年６月21日現在

利　　率 額面金額 評 価 額 償還年月日
（地方債証券） ％ 千円 千円
167 神奈川県公債 1.5200 60,000 60,227 2019/09/20

小　　計 － 60,000 60,227 －
（特殊債券（除く金融債券））
82 政保道路機構 1.5000 200,000 200,053 2019/06/28
2 政保地方公共団 1.4000 418,000 418,362 2019/07/12
10政保地方公共6 0.3850 90,000 90,036 2019/07/24
20 政保西日本道 1.4000 110,000 110,173 2019/07/29
85 政保道路機構 1.4000 320,000 320,535 2019/07/31
56 日本政策金融 0.0010 60,000 60,002 2019/09/20
93 政保道路機構 1.4000 147,000 147,971 2019/11/29
100 政保道路機構 1.4000 157,000 158,663 2020/02/28
10政保地方公共団 1.3000 100,000 101,049 2020/03/13

小　　計 － 1,602,000 1,606,846 －
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投資信託財産の構成 2019年６月21日現在

項　　　　　　　　　目
当　　　　期　　　　末

評　価　額 比　　　率
千円 ％

キャッシュ・マネジメント・マザーファンド 1,017 100.0

投 資 信 託 財 産 総 額 1,017 100.0

銘　　　柄
2019年６月21日現在

利　　率 額面金額 評 価 額 償還年月日
（普通社債券） ％ 千円 千円
2 第一三共 1.7760 100,000 100,015 2019/06/24
2 大日本印刷 1.7050 100,000 100,167 2019/07/30
44 名古屋鉄道 2.0500 100,000 100,236 2019/08/02
164 オリックス 1.1460 100,000 100,139 2019/08/07
110 三菱地所 0.5710 100,000 100,132 2019/09/13
295 北陸電力 1.4340 100,000 100,370 2019/09/25
69 東京急行電鉄 1.7000 100,000 100,580 2019/10/25
9 長谷工コ-ポ 0.4400 100,000 100,123 2019/11/05
22 ホンダフアイナンス 0.5610 100,000 100,263 2019/12/20

小　　計 － 900,000 902,027 －
合　　計 － 2,562,000 2,569,101 －
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資産、負債、元本及び基準価額の状況

（2019年６月21日）現在

項　　　　　　　目 当　　期　　末

（A） 資 産 1,017,479円

 キャッシュ・マネジメント・マザーファンド（評価額） 1,017,479　

（B） 純　 資　 産　 総　 額 （Ａ） 1,017,479　

 元 本 1,017,128　

 次 期 繰 越 損 益 金 351　

（C） 受 益 権 総 口 数 1,017,128口

 １万口当り基準価額 （Ｂ／Ｃ） 10,003円

＊元本状況

　　　　期首元本額 4,921,636円

　　　　期中追加設定元本額 69,087円

　　　　期中一部解約元本額 3,973,595円

損益の状況

自2018年12月22日
至2019年６月21日

項　　　　　　　目 当　　　　　期

（A） 有 価 証 券 売 買 損 益 △   555円
 売 買 益 383　
 売 買 損 △   938　
（B） 当  期  損  益  金 （Ａ） △   555　
（C） 前 期 繰 越 損 益 金 △   214　
（D） 追 加 信 託 差 損 益 金 1,120　
 （ 配　当　等　相　当　額 ） (  25,240)
 （ 売  買  損  益  相  当  額 ） (△24,120)
（E） 　　 計  　　（Ｂ＋Ｃ＋Ｄ） 351　
 次 期 繰 越 損 益 金 （Ｅ） 351　
 追 加 信 託 差 損 益 金 1,120　
 （ 配　当　等　相　当　額 ） (  25,240)
 （ 売  買  損  益  相  当  額 ） (△24,120)
 分 配 準 備 積 立 金 8,879　
 繰 越 損 益 金 △ 9,648　

＊有価証券売買損益には、期末の評価換えによるものを含みます。

＊追加信託差損益金とは、追加信託金と元本の差額をいい、元本を下回

る額は損失として、上回る額は利益として処理されます。

＜分配金の計算過程＞
信託約款に基づき計算した収益分配可能額及び収益分配金の計

算過程は以下のとおりです。

(A) 配 当 等 収 益（費用控除後） 3,992円
(B) 有 価 証 券 売 買 等 損 益

 （費用控除後、繰越欠損金補填後）
0　

(C) 収 益 調 整 金 25,240　

(D) 分 配 準 備 積 立 金 4,887　

分 配 可 能 額（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ) 34,119　

（ １ 万 口 当 り 分 配 可 能 額 ） (335.44)

収 益 分 配 金 0　
（ １ 万 口 当 り 収 益 分 配 金 ） (     0)

※各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しております。

大和住銀投信投資顧問株式会社は、2019年４月１日に三井住友アセットマネジメント株式会社と合併し、
三井住友DSアセットマネジメント株式会社となりました。

委託会社の合併に伴い、ファンドの委託者の商号ならびに公告の方法を変更することに伴う所要の約款変
更を行いました。（2019年４月１日付）

お知らせ



キャッシュ・マネジメント・マザーファンド

運用報告書
決算日：2018年７月25日

（第12期：2017年７月26日～2018年７月25日）

東京都千代田区霞が関三丁目２番１号

https：//www.daiwasbi.co.jp/

当ファンドの仕組みは次の通りです。

商品分類 親投資信託

信託期間 無期限

運用方針 安定した収益の確保を図ることを目的として運用を行います。

主要運用対象 本邦通貨建て公社債および短期金融商品等を主要投資対象とします。

投資制限 ・ 株式への投資は行いません。

・ 外貨建資産への投資は行いません。

・ デリバティブ取引（有価証券先物取引等、スワップ取引、金利先渡取引をいい

ます。）の利用はヘッジ目的に限定しません。

　当ファンドは、上記の通り決算を行いました。ここに、期中の運用状況をご報告申し上
げます。
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